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2011.3.11　東日本大震災　被災地の状況

活動概要と実績6

▲20メートルを超える津波に襲われた陸前高田市。

◀津波被害を受けた大船渡市の中心部。瓦礫で埋
まった須崎川。

天井が落ちたみやぎ生協本部A棟。▶
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▲被災したいわて生協釜石支部。

▲津波の直撃を受けた商店街。

▲津波から逃れるため配送車は置き去りにせざるを得なかった（いわて生協）。



70

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績

1.  「東日本大震災・生協仲間つくり」全国の生協への支援要請について 
コープ東北サンネット事業連合（以下、サンネット）の宅配事業は、東日本大震災による関連施設

やシステムに甚大な被害を受け、以降４週間にわたり事業を停止せざるを得ませんでした。４月４日
から事業は再開されたものの、津波被害や原発事故により、３生協（いわて、みやぎ、ふくしま）の
宅配利用組合員は約２万人減少する見通しが出されました。また、パルシステムグループ生協のパル
システム福島でも、このままでは宅配利用者が2割減となる見通しが出されました。

このような利用者の大幅減は、事業再建を目指している被災地生協にとって極めて憂慮すべき事態
です。そのためサンネットでは、６月６日〜８月５日の９週間、緊急の「組合員拡大キャンペーン」
に取り組むことになりました。日本生協連では５月24日付で、この活動への支援の呼びかけ（資料１）
を全国の会員生協に発信させていただきました。
◎資料１

被災地生協の「仲間づくり活動」への支援要請内容（抜粋）

１．対象生協
　いわて生活協同組合　　　　　　
　みやぎ生活協同組合　　　　　　
　生活協同組合コープふくしま　　
　パルシステム福島
２．支援期間
　2011年6月6日（月）〜8月5日（金）の9週間
　全期間を通して毎営業日100名の派遣者を募集します。
　※一人の方が９週間活動を継続できる方を最優先で派遣をお願いします。9週間連続で

の活動が無理な場合は、6月6日（月）〜7月1日（金）の1ヶ月、7月4日（月）〜8月5日（金）
の1ヶ月の各期間で派遣をお願いします。

３．支援費用負担
　（1） 宿泊・朝・昼・夕食費用と宿泊地から勤務地までの交通費等、現地までの往復交通

費は日本生協連の負担とします。なお、8週以上の長期支援派遣者は、4週に1度の
帰宅往復費用について日本生協連の負担とします。支援活動中の「保険」は日本生
協連でかけさせて頂きます。（日本生協連との清算方法は後日ご連絡します）

　（2） 但し、派遣者の給与や出張日当等は、派遣元会員生協で負担をお願いします。
　（3） 支援者の勤務は支援先の会員生協の就業に準じ、勤務時間や休日の差異清算は帰任

後各会員でお願いします。
４．宿泊施設
　　宿泊はホテル又はウイークリーマンション等を手配中です。後日自炊等可能かどうか

も連絡させて頂きます。
５．参考（拡大支援の主な取り組み内容）
　①仮設住宅入居被災者への訪問活動
　②大、小規模避難所への訪問活動
　③地図システムを活用した個人組合員宅訪問
　④地図システムを活用した引越し組合員宅訪問

実施概要	 「生協運営資料」より
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　⑤自前現場アポイントの獲得と対応
　⑥配送担当者獲得の現場アポイント対応
　⑦共同購入休眠組合員宅再利用の訪問
　⑧個人宅ローラー訪問
　⑨生協店舗でのアポイント獲得等の店頭活動
　⑩配送担当者との地域ペア訪問
　⑪職場班結成のための訪問

　派遣支援事務局（お申込・お問合せ先）
　　日本生活協同組合連合会　会員支援本部　宅配事業支援部　
　　平賀部長、松居、三國
　　TEL……03-5778-8130

2.  サンネット支援生協・職員と成果 
サンネットの「仲間つくりキャンペーン」は、６月６日〜８月５日までの２カ月間行なわれ、全国

から総勢95人がその支援に入りました（資料２）。支援メンバーは、まず仙台市内で開催された合同
のオリエンテーション（第１陣は６月６日、第２陣は７月５日開催）に参加。ここで被災地生協の震
災後の取り組みや、各生協の仲間づくり手法、おすすめ商品について学び、翌日から3 生協（いわて・
みやぎ・ふくしま）の各支部に所属され、長い人は９週間にわたりホテルに宿泊しながら仲間つくり
に取り組みました。

第１陣（６月６日〜７月１日）には42人が参加し、宅配利用加入者は３生協合計で639人（内訳：
いわて190人、みやぎ342人、ふくしま107人）となりました。しかも加入者数は第１週76、第２週
163、第3週190、そして最終第4週には210人と、週を追うごとに向上しています。個人別の加入実
績トップ3は、コープとうきょう毛塚和仁さん54人（みやぎ生協・東支部）、さいたまコープ根元貴
広さん51人（同・石巻支部）、コープかごしまの濱田睦さんの43人（いわて生協・釜石支部）でした。
コープふくしま派遣メンバーでは、ララコープ濱口賢二（はまぐち・けんじ）さん22人（ふくしま
北支部）が最高実績でした。

７月４日からの第２陣には63人（第１陣からの通し参加者を含む）が参加しました。支援メンバー
による宅配利用登録人数は、３生協合計で1,434人（内訳：いわて479人、みやぎ669人、ふくしま
286人）となりました。個人別の加入実績トップ５は、コープとうきょう毛塚和仁（けづか・かずひと）
さんが81人（みやぎ生協・東支部）で第１陣に続きトップに。続いて、さいたまコープ愛甲英雄（あ
いこう・ひでお）さん78人（みやぎ生協・石巻支部）、さいたまコープ鈴木一弘（すずき・かずひろ）
さん68人（みやぎ生協・石巻支部）でした。なお、いわて生協派遣メンバーでは、生協共立社、菅
原光春さんの64人（釜石支部）が、同じくコープふくしま派遣メンバーでは、生協共立社、手塚直
さんの36人（相双支部）が最高実績でした。

２カ月間の累計加入実績は2,073人（内訳：いわて669人、みやぎ1,011人、ふくしま393人）と大
きな成果を挙げることができました。
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◎資料2　サンネット仲間つくり支援活動参加者

1 コープさっぽろ 広瀬　徳彦 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

2 コープさっぽろ 田中　篤 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

3 コープさっぽろ 中村　龍乙 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

4 コープさっぽろ 渡辺　健二 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

5 生協共立社 齋藤　千佳子 みやぎ生協 気仙沼支部 6/13〜8/5

6 生協共立社 庄司　理紗 みやぎ生協 気仙沼支部 6/13〜8/5

7 生協共立社 冨樫　亘 コープふくしま 郡山支部 6/13〜8/5

8 生協共立社 片桐　洋平 いわて生協 宮古支部 6/13〜8/5

9 生協共立社 高橋　則文 いわて生協 釜石支部 6/20〜8/5

10 生協共立社 菅原　光春 いわて生協 釜石支部 6/20〜8/5

11 生協共立社 高橋　政行 コープふくしま 相双支部 6/27〜8/5

12 生協共立社 手塚　直 コープふくしま 相双支部 6/27〜8/5

13 コープとうきょう 毛塚　和仁 みやぎ生協 東支部 6/6〜8/5

14 コープとうきょう 福住　徹 みやぎ生協 東支部 6/6〜8/5

15 さいたまコープ 根元　貴広 みやぎ生協 石巻支部 6/6〜7/1

16 さいたまコープ 橋本　晃 みやぎ生協 石巻支部 6/6〜7/1

17 さいたまコープ 愛甲　英雄 みやぎ生協 石巻支部 7/4〜8/5

18 さいたまコープ 鈴木　一弘 みやぎ生協 石巻支部 7/4〜8/5

19 ちばコープ 川村　英正 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

20 ちばコープ 永瀬　勇介 みやぎ生協 南支部 6/6〜7/1

21 ちばコープ 田辺　衛 みやぎ生協 東支部 7/4〜8/5

22 ちばコープ 大川　弘樹 みやぎ生協 東支部 7/4〜8/5

23 いばらきコープ 米川　浩之 いわて生協 釜石支部 6/6〜7/1

24 いばらきコープ 辻澤　匡紫 いわて生協 宮古支部 7/4〜8/5

25 とちぎコープ 田中　広 いわて生協 花北支部 6/6〜8/5

26 コープぐんま 井田　稔 いわて生協 宮古支部 6/6〜7/1

27 コープぐんま 田中　寛明 いわて生協 宮古支部 7/4〜8/5

28 コープながの 代田　登 みやぎ生協 東支部 6/6〜7/1

29 コープながの 中澤　潔 いわて生協 県南支部 7/4〜8/5

30 コープにいがた 坂内　時雄 いわて生協 久慈支部 6/6〜7/1

31 コープにいがた 近藤　浩之 いわて生協 花北支部 7/4〜8/5

32 コープネット事業連合 山本　忠 いわて生協 久慈支部 7/4〜8/5

33 コープかながわ　 野口　拓哉 いわて生協 けせん支部 6/6〜7/1

34 ユーコープ事業連合 真柄　敬太 いわて生協 けせん支部 6/6〜7/1

35 ユーコープ事業連合 山田　一広 いわて生協 けせん支部 7/4〜8/5

36 ユーコープ事業連合 竜崎　浩 いわて生協 けせん支部 7/4〜8/5

37 ユーコープ事業連合 山下　聡 いわて生協 けせん支部 7/4〜8/5

38 ユーコープ事業連合 上田　四郎 いわて生協 けせん支部 7/4〜8/5

39 ユーコープ事業連合 杉保　文隆 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜8/5

40 ユーコープ事業連合 藤本　格意 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜8/5

41 コープあいち 大口　忠史 いわて生協 盛岡東支部 7/4〜8/5

42 大阪パルコープ 村野　政光 みやぎ生協 東支部 7/4〜8/5

43 大阪パルコープ 松崎　真也 みやぎ生協 石巻支部 7/4〜8/5

44 大阪いずみ市民生協 河合　耕太郎 いわて生協 盛岡西支部 7/4〜8/5

No 支援元生協名 名前 支援先生協名 支部名 支援期間
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No 支援元生協名 名前 支援先生協名 支部名 支援期間

45 大阪いずみ市民生協 楠本　宗大 いわて生協 盛岡南支部 7/4〜8/5

46 大阪いずみ市民生協 新海　雅彦 みやぎ生協 南支部 7/4〜8/5

47 大阪いずみ市民生協 竹田　貢 みやぎ生協 南支部 7/4〜8/5

48 大阪いずみ市民生協 吉田　益男 みやぎ生協 南支部 7/4〜8/5

49 大阪いずみ市民生協 小井　一央 みやぎ生協 南支部 7/4〜8/5

50 大阪いずみ市民生協 辻　康浩 みやぎ生協 南支部 7/4〜8/5

51 大阪いずみ市民生協 伊田　慎吾 コープふくしま 郡山支部 7/4〜8/5

52 大阪いずみ市民生協 冨江　泰三 コープふくしま 郡山支部 7/4〜8/5

53 大阪いずみ市民生協 鎌田　裕彦 コープふくしま 郡山支部 7/4〜8/5

54 コープしが 赤澤　純 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜8/5

55 コープしが 三田村　弦郎 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜8/5

56 コープいしかわ 南　恵治 コープふくしま いわき支部 7/4〜8/5

57 コープいしかわ 竹内　伸悟 コープふくしま いわき支部 7/4〜7/19

58 コープいしかわ 金井　克憲 コープふくしま いわき支部 7/21〜8/5

59 おかやまコープ 竹内　征司 みやぎ生協 柴田支部 6/27〜7/1

60 おかやまコープ 仲石　健吾 みやぎ生協 柴田支部 6/27〜7/1

61 おかやまコープ 大野　達也 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜7/15

62 おかやまコープ 江口　典男 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜7/15

63 コープやまぐち 佐々木　喜和 みやぎ生協 南支部 6/27〜7/1

64 コープやまぐち 佐伯　翔也 みやぎ生協 南支部 6/27〜7/1

65 コープやまぐち 吉村　明 みやぎ生協 南支部 6/27〜7/1

66 コープやまぐち 重村　恒治 みやぎ生協 南支部 6/27〜7/1

67 鳥取県生協 村尾　肇 みやぎ生協 南支部 6/6〜6/10

68 鳥取県生協 山田　昌浩 みやぎ生協 南支部 6/6〜6/10

69 コープしまね 藤原　靖之 みやぎ生協 柴田支部 7/4〜8/5

70 コープかがわ 岡崎　正和 みやぎ生協 迫支部 7/25〜7/29

71 コープかがわ 岩佐　重治 みやぎ生協 迫支部 7/25〜7/29

72 コープかがわ 石橋　恭一 みやぎ生協 迫支部 8/1〜8/5

73 コープかがわ 斉藤　哲也 みやぎ生協 迫支部 8/1〜8/5

74 エフコープ 村上　英喜 コープふくしま 郡山支部 6/6〜7/1

75 エフコープ 石丸　健太郎 コープふくしま 郡山支部 6/6〜7/1

76 エフコープ 小永吉　徹 コープふくしま 郡山支部 6/6〜7/1

77 ララコープ 濱口　賢二 コープふくしま ふくしま北 6/6〜7/1

78 ララコープ 福田　和幸 コープふくしま ふくしま北 6/6〜7/1

79 エフコープ 牛島　祐幸 コープふくしま 郡山支部 7/4〜8/5

80 エフコープ 森　英子 コープふくしま 郡山支部 7/4〜8/5

81 エフコープ 水本　啓治 コープふくしま ふくしま北 7/4〜8/5

82 エフコープ 市原　宏則 コープふくしま ふくしま北 7/4〜8/5

83 ララコープ 林田　俊哉 コープふくしま 相双支部 7/4〜8/5

84 ララコープ 村瀬　剛 コープふくしま 相双支部 7/4〜8/5

85 コープおおいた 波津久　周 コープふくしま ふくしま南 6/6〜7/1

86 コープおおいた 田中　徹也 コープふくしま ふくしま南 7/4〜8/5

87 生協水光社 寒川　正博 コープふくしま ふくしま南 6/6〜7/1

88 生協水光社 網中　和明 コープふくしま ふくしま南 7/4〜8/5
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89 コープかごしま 稲留　四郎 いわて生協 釜石支部 6/6〜7/1

90 コープかごしま 浜田　睦 いわて生協 釜石支部 6/6〜7/1

91 コープかごしま 武原　光秀 いわて生協 釜石支部 7/4〜8/5

92 コープかごしま 廣津　臣一 いわて生協 釜石支部 7/4〜7/22

93 コープかごしま 重田　一樹 いわて生協 釜石支部 7/25〜8/5

94 コープおきなわ 幸地　伸修 コープふくしま いわき支部 7/4〜8/5

95 コープおきなわ 浦崎　康志 コープふくしま いわき支部 7/4〜8/5

3.  パルシステム福島支援生協・職員と成果 
また、7月3日から29日まで、パルシステムグループ生協によるパルシステム福島・郡山拡大事務

所への仲間つくり支援も行なわれました（資料３）。こちらは１週交代による仲間つくり支援行動で、
支援者は4週間の合計で92人（内訳：パルシステム東京16人、神奈川11人、千葉8人、埼玉7人、茨
城4人、山梨4人、群馬4人、株式会社パルライン4人、未来8人、連合会18人。また、新潟総合生協
から8人）となりました。１週当たり22人〜25人が支援に当たり、4週間累計で458人の宅配利用登
録を得ることができました。これにパルシステム福島の担当者による加入299を加えると、計画の
625件に対して757件（達成率121.1％）と、大幅に超過して終了することができました。

※株式会社パルライン＞パルシステムグループの物流および個人別セット業務などを担っている会社。
※未来＞パルシステム茨城の配送業務を担う会社。

◎資料3　パルシステム福島仲間つくり支援活動参加者
●第１陣　7月3日（日）〜7月8日（金）

1 パルシステム東京 後呂　康介 港 営業リーダー

2 パルシステム東京 寺本　康寛 練馬 営業リーダー

3 パルシステム東京 小堺　光浩 第１事業部 営業トレーナー

4 パルシステム東京 三橋　丈晴 八王子 供給リーダー

5 パルシステム神奈川 片山　翔太 横須賀 営業担当

6 パルシステム神奈川 岩井　太造 横浜中 供給リーダー

7 パルシステム神奈川 小林　敏 宮前 営業リーダー

8 パルシステム千葉 矢口　伸弘 事業部共済 スタッフ

9 パルシステム千葉 青木　邦善 稲毛 供給リーダー

10 パルシステム埼玉 斎藤　一歩 三芳 供給担当

11 パルシステム埼玉 堀部　高次 川越 営業担当

12 パルシステム茨城 鎌田　紀章 小山拡大 拡大担当

13 パルシステム山梨 渡辺　洋一 富士五湖 仲間づくりリーダー

14 パルシステム群馬 村上　哲彦 高崎拡大 拡大所長

15 （株）パルライン 林　昭郎 管理本部 副係長

16 （株）未来 立石　幸二 本社 係長

17 （株）未来 田代　俊一 いわき 副所長

18 新潟総合生協 小林　清人 東Ｃ 仲間づくり担当

19 新潟総合生協 逢坂　寛人 西Ｃ 仲間づくり担当チーフ

20 新潟総合生協 小山　茂 上越Ｃ 仲間づくり担当推進役

No 支援元生協名 名前 支援先生協名 支部名 支援期間

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務
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●第２陣　7月10日（日）〜7月15日（金）

●第３陣　7月17日（日）〜7月22日（金）

1 パルシステム東京 石田　君枝 第1事業部 営業トレーナー

2 パルシステム東京 黒崎　眞琴 板橋 営業リーダー

3 パルシステム東京 栗原　誠 世田谷 営業担当

4 パルシステム東京 島津　謹一郎 立川 営業リーダー

5 パルシステム神奈川 田中　秀樹 相模 供給リーダー

6 パルシステム神奈川 中村　聡宏 横浜中 営業担当

7 パルシステム神奈川 山田　賢吾 横浜南 営業長

8 パルシステム千葉 岡田　修一 習志野 営業副長

9 パルシステム千葉 椎名　一樹 野田 営業担当

10 パルシステム埼玉 宮野　陽介 蕨 営業担当

11 パルシステム埼玉 佐々江　隆弘 白岡 供給担当

12 パルシステム茨城 石崎　武 日立拡大 拡大担当

13 パルシステム山梨 和田　美香 甲府 仲間づくりリーダー

14 パルシステム群馬 中沢　勝樹 東毛拡大 拡大所長

15 （株）パルライン 林　昭郎 管理本部 副係長

16 （株）未来 佐藤　由紀子 日立 アシスト

17 新潟総合生協 丸山　一幸 上越Ｃ 仲間づくり担当

18 新潟総合生協 山田　和彦 中越Ｃ 仲間づくり担当

19 連合会・品質管理部 石川　元寿 品管１課 副主任

20 連合会・企画本部 植田　真仁 広報部 副主任

21 連合会・事業部 能登　武史 業務支援課 主任

22 連合会・運営本部 細川　泰子 環境推進室 一般

1 パルシステム東京 青野　さゆり 第１事業部 営業トレーナー

2 パルシステム東京 吉野　真吾 江戸川 営業担当

3 パルシステム東京 土屋　たみ江 第1事業部 営業トレーナー

4 パルシステム東京 平柳　次弘 青梅 営業リーダー

5 パルシステム神奈川 鈴木　悠太 相模 営業リーダー

6 パルシステム神奈川 中野　大輔 横浜北 営業リーダー

7 パルシステム千葉 芦塚　宏海 印西 営業リーダー

8 パルシステム千葉 下薗　嘉宏 野田 供給リーダー

9 パルシステム茨城 金谷　大輔 牛久拡大 拡大担当

10 パルシステム埼玉 谷口　裕紀 草加 供給担当

11 パルシステム山梨 晴山　秀樹 事業活動部 パルシステム事業課リーダー

12 パルシステム群馬 小林　秀行 東毛拡大 拡大副所長

21 連合会・運営本部 談　麗青 運営室 室長

22 連合会・事業部 鳥井　嘉人 運営支援課 副主任

23 連合会・営業部 井口　淳夫 営業企画推進課 副主任

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務
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13 （株）パルライン 中島　史祥 生活物流本部 課長

14 （株）未来 立石　幸二 本社 係長

15 （株）未来 小澤　貴志 本社 係長

16 新潟総合生協 上野　喜寛 東Ｃ 仲間づくり担当

17 新潟総合生協 逢坂　寛人 西Ｃ 仲間づくり担当チーフ

18 連合会・商品企画部 枝廣　哲也 個人対応推進課 担当

19 連合会・人事部 横山　玄多 人事課 担当

20 連合会・運営本部 浜田　豊之 環境推進室 次席

21 連合会・事業部 渡部　信之 業務支援課 主任

●第４陣　7月24日（日）〜7月29日（金）

1 パルシステム東京 塩家　吹雪 江東 営業リーダー

2 パルシステム東京 大月　和之 池尻 営業リーダー

3 パルシステム東京 辻井　盛雅 狛江 営業担当

4 パルシステム東京 江田　鉄雄 多摩 営業リーダー

5 パルシステム神奈川 赤塚　賢司 藤沢 供給長

6 パルシステム神奈川 井上　雅文 事業部 第１課長

7 パルシステム神奈川 鈴木　誠 鶴見 営業長

8 パルシステム千葉 藤平　敏司 習志野 営業担当

9 パルシステム千葉 山田　智明 市原 副センター長（供給）

10 パルシステム埼玉 渡辺　泰子 事業部 営業トレーナー

11 パルシステム埼玉 中原　美加 大宮 営業担当

12 パルシステム茨城 新田川　誠 小山拡大 拡大担当

13 パルシステム山梨 古屋　みずき いちのみや 仲間づくり担当

14 パルシステム群馬 坂庭　欣一 渋川拡大 拡大所長

15 （株）パルライン 中島　史祥 生活物流本部 課長

16 （株）未来 面川　哲哉 いわき 主任

17 新潟総合生協 清水　正徳 中越Ｃ 仲間づくり担当

18 連合会・商品企画部 北根　方弘 商品企画課 一般

19 連合会・商品企画部 鈴木　修介　 商品企画課 一般

20 連合会・品質管理部 鈴木　章文 品管１課 一般

21 連合会・情報システム部 堀　進一 システム管理課 主任

22 連合会・事業部 平澤　崇 運営支援課 副主任

23 連合会・営業部 原田　郁美 営業支援課 一般

24 連合会・運営本部 大塚　晴子 環境企画推進 一般

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務

No. 会員生協・子会社 氏　名 所　属 現職務
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4.  今回の「仲間つくり支援」活動を振り返って 
サンネット３生協、パルシステム福島で仲間つくり支援では、支援生協によって、その手法もそれ

ぞれの特色が見られました。
例えば、「現場アポ」を中心とした仲間つくりや、住宅地図によるローラー訪問、配送職員と連携

した仲間つくりなどの違いが見られました。それぞれの生協の仲間つくり行動や地域性から、これら
の違いが出てきたものと思われます。このため、支援生協の職員と支援先センター職員が行動手法を
巡って論議を行なったという話も聞きました。その一方で、支援者が講師となっての「戸別トーク学
習会」や「戸別行動に同行しての拡大手法の学び合い」などを行なったという報告もありました。

被災地区を戸別訪問する際、「訪問先では、家族構成や特に小さなお子さんに、『お母さん・お父さ
んは？』との問いかけは厳禁としていた」という話を聞きました。しかし、注意していたつもりでも
親御さんが亡くなった子どもに聞いてしまった事例もあったそうです。その方は大変後悔していまし
た。また、多くの支援者が口にされていたのが、「ドアを開けてくれる方が多い」ということでした。
特に被害の大きい沿岸部ではドアを開けて、話を聞いてくれる方が多かったそうです。

あらためて、支援者の皆さんの真剣で真摯な支援行動に心から感謝を申し上げたいと思います。沿
岸地区に配属された支援者の中には、近隣に宿泊できる所がなく、レンタカーで片道2時間近くかけ
て通勤していただいた方もいました。また中には、土日にボランティアをされた方もいたと聞きまし
た。支援者にお書きいただいた支援活動の振り返りからは、多くの方が、「今回の経験が大きな財産
になった」「生協で働く意義、価値のようなものを自覚した」ような印象を持ちました。

生協にとって仲間つくりは地域との絆を築く大切な活動です。今回の支援活動は大震災を契機とし
て企画されましたが、全国の仲間つくり職員が他生協で活動と交流を図れたことは、今後、支援者を
送りだした生協にとっても、仲間つくりを高めていくことにつながるものと確信しています。

注）以上P70〜77は、「生協運営資料No261号」（日本生協連会員支援本部出版部発行）より
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コープ東北サンネット仲間つくり実績

単協
番号 単協 データ

11配達週

110302 110303 110304 110305 110401 110402 110403 110404 110501 110502 110503 110504 110601 110602

1 あおもり

合計…/…はん個予算 262 13 3 41 90 85 225 352 90 314 458 340 364 360

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 150 289 255 389 113 287 468 319 321 309

合計…/…はん個前年実績 247 209 224 457 415 375 404 307 113 203 477 264 227 302

2 あきた

合計…/…はん個予算 146 146 163 163 163 163 163 105 105 146 254 163 163 163

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 231 140 126 129 121 145 291 169 148 143

合計…/…はん個前年実績 131 128 173 239 150 199 154 120 96 118 258 147 136 138

2.1 秋田県北

合計…/…はん個予算 70 70 70 70 70 70 70 26 0 70 94 72 72 72

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 169 81 95 80 36 76 133 77 84 76

合計…/…はん個前年実績 92 64 82 117 83 77 90 72 7 79 125 83 57 87

4 いわて

合計…/…はん個予算 0 0 0 0 0 151 150 150 83 402 599 400 400 449

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 111 369 235 161 94 446 779 486 481 502

合計…/…はん個前年実績 313 294 330 542 276 320 545 245 85 307 487 326 293 250

5 みやぎ

合計…/…はん個予算 0 0 0 0 0 0 701 46 50 749 1,145 845 845 888

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 833 307 512 469 120 1,317 2,039 1,194 1,149 1,192

合計…/…はん個前年実績 622 621 610 1,167 748 708 696 339 128 619 933 529 478 825

6 共立社

合計…/…はん個予算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 145 245 205 245 145

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 57 169 39 21 6 172 309 177 262 134

合計…/…はん個前年実績 120 103 122 242 140 138 219 91 34 113 210 99 116 105

7 ふくしま

合計…/…はん個予算 0 0 0 0 0 0 214 133 133 223 299 223 299 207

合計…/…はん個実績 0 0 0 0 173 69 168 201 184 224 506 258 450 207

合計…/…はん個前年実績 203 172 156 313 184 213 312 142 101 157 315 170 155 150

全体の…合計…/…はん個予算 478 229 236 274 323 469 1,523 813 461 2,050 3,094 2,248 2,388 2,284

全体の…合計…/…はん個実績 0 0 0 0 1,724 1,424 1,430 1,450 674 2,667 4,525 2,680 2,895 2,563

全体の…合計…/…はん個前年実績 1,728 1,591 1,697 3,077 1,996 2,030 2,420 1,316 564 1,596 2,805 1,618 1,462 1,857

※110602〜110801までが支援期間にあたります。
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11配達週
年間総計 3の4〜8の

4合計

支援期間
6の2〜8の
1合計110603 110604 110605 110701 110702 110703 110704 110801 110802 110803 110804 110805 110901

462 352 348 367 384 355 352 227 181 126 258 261 213 12,465 予算 6,409 3,207

472 302 203 429 345 341 290 234 227 148 232 0 0 6,123 実績 6,123 2,925

289 290 314 317 356 314 345 219 173 121 200 262 235 13,438 達成率 95.5% 91.2%

146 116 116 146 146 146 146 146 105 105 110 110 110 7,274 予算 3,635 1,271

145 141 225 142 118 129 152 128 95 84 100 0 0 3,102 実績 3,102 1,323

161 137 149 121 130 115 130 120 93 91 96 97 74 6,888 達成率 85.3% 104.1%

72 50 50 70 70 70 70 70 0 26 50 50 50 3,104 予算 1,494 594

88 67 64 81 203 105 80 93 1 33 68 0 0 1,790 実績 1,790 857

82 84 91 82 98 91 82 92 0 24 54 71 56 3,583 達成率 119.8% 144.3%

610 409 409 449 449 449 449 409 174 82 232 232 232 13,704 予算 6,905 4,082

695 501 493 498 525 506 520 466 261 132 292 0 0 8,553 実績 8,553 4,706

256 576 249 227 279 246 273 228 140 49 196 208 200 13,188 達成率 123.9% 115.3%

780 1,163 780 780 780 780 780 780 59 59 537 537 499 30,711 予算 12,546 7,511

1,136 1,857 1,193 795 1,168 1,092 1,082 973 402 206 700 0 0 19,736 実績 19,736 10,488

678 1,059 611 583 569 571 434 464 186 149 433 471 412 29,629 達成率 157.3% 139.6%

275 195 195 165 275 235 275 165 122 0 195 195 195 7,145 予算 3,084 1,926

240 128 134 83 222 108 222 88 204 37 122 0 0 2,934 実績 2,934 1,359

119 226 155 140 182 103 93 113 97 62 55 63 76 6,284 達成率 95.2% 70.6%

299 191 299 213 228 213 223 223 129 129 191 191 191 9,233 予算 4,069 2,096

466 242 425 226 347 252 275 252 197 171 222 0 0 5,515 実績 5,515 2,692

294 165 150 141 311 156 126 155 144 103 167 155 151 8,776 達成率 135.5% 128.4%

2,644 2,476 2,197 2,190 2,332 2,248 2,295 2,020 770 527 1,573 1,576 1,491 83,636 予算 38,142 20,687

3,242 3,238 2,737 2,254 2,928 2,533 2,621 2,234 1,387 811 1,736 0 0 47,753 実績 47,753 24,350

1,879 2,537 1,719 1,611 1,925 1,596 1,483 1,391 833 599 1,201 1,327 1,204 81,786 達成率 125.2% 117.7%



80

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



81

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



82

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



83

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



84

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



85

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



86

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



87

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



88

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



89

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績



90

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績

◆支援期間中の費用、勤怠、レンタカー、宿泊施設について 
支援期間中の費用に関して以下の項目について日本生協連より費用補助となります。但し一旦自己

精算して頂き支援先支部で精算します。以下詳細となります。

１．業務日の昼食、夕食代について
（1） 支援期間中の（土日込み）１日当たりの昼、夕食代上限は1,575円（税込み）となります。これ

を上限として1週間分の金額をお支払います。
（2） 領収書は1日ごとまとめ、５日分一まとめにして支援先支部長へご提出ください。
（3） クリーニング代補助はＹシャツ１日１枚、週５枚、ズボン週1枚の補助が出ます。宿泊ホテルで

行う場合は宿泊代に加算する依頼を行ってください。ホテルによっては現金精算の場合がありま
す。その際は一旦精算して領収書で支部で精算してください。

２．通勤時の有料自動車道使用料金について
（1）宿泊施設から支部まで遠く、東北自動車道や他の有料道路を使用する場合の費用も日本生協連

から費用として支給されます。
（2）一旦実費で支払って頂き領収書を支援先支部長へ提出してください。高額になりますので日々

精算してください。
３．支援者使用のレンタカーへの給油について

（1）給油カードを１車両に１枚用意します。使用日は７月５日（火）から使用できます。
（2）他の車両には絶対に使用しないようにお願いします。また紛失には十分に気をつけてください。
（3）また給油の際の給油明細を保管してください。20日で〆て明細を支援先支部長へ提出してくだ

さい。また支援最終日にはカードと給油明細を支部長へ提出ください。
４．支援者の勤務時間の管理について

（1）支援中の勤務時間の把握は別紙の勤務表を使用します。各項目を記入の上支援先所属長のサイ
ンを受けた上で支援元生協へ支援先からＦＡＸ送付してください。

（2）支援元生協から指示を受けた場合はその指示を優先させてください。
５．レンタカーについて

（1）  みやぎ生協、コープふくしまはニッポンレンタカーとなります。いわて生協は、マツダレンタカー
となります。

（2）レンタカーのカギの保管・管理は支援者各自でお願いします。
（3）レンタカー車輌管理も支援者各自となります。
（4）レンタカーの駐車位置は支部長と確認して進めて下さい。
（5）支援最終日は、配属支部長へレンタカーのカギを手渡しで渡して下さい。
（6）  保険内容については、法人契約（運転者特定としない）となります。
（7）  対人無制限、対物無制限、車両時価となります。くわしくは備付のパンフ参照の事。
（8） 交通事故発生時はキズやへこみの大小、相手の有無にかかわらず事故扱いとなり、警察への届出

が必要となります。
（9）その場から警察への連絡（110番）と支援先支部長へ連絡します。
（10）パンクは保険対象外となりますので、支部長と連絡を取りながら修理して下さい。

仲間つくりオリエンテーション資料

コープ東北サンネット事業連合共同購入運営本部
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６．宿泊先ホテルのチェックアウト日について
（1）Ｃパターン８月６日（土）、Ｆパターン７月16日（土）となります。

◎地震発生時の注意点行動について
緊急時における支部職員の行動

（1）組合員・職員の人命尊重を最優先にします。
　①地震発生時はラジオで震度、マグニチュード、震源、津波の情報収集に努めます。
　②マグニチュードが６以上で震源が浅い場合（海底より100Ｋｍ以内）は、津波の発生確率が高く

なります。
　③沿岸部の配達、仲間つくりをおこなっている担当者は、できるだけ内陸部の安全を確保できる場

所へ避難します。
　④内陸部の配達、仲間つくりをおこなっている担当者は、できるだけ河川や河口から離れること。
　⑤大津波・津波警報が発せられた沿岸部や、ライフラインが寸断された地域、道路の地割れ、陥没、

隆起が見られる地域に関しては、配達途中であっても配達を中止して支部に戻ります。仲間つく
り担当者も同様です。

（2）支部職員の安否確認を行います。
　①震度５強以上になった場合に安否確認を開始します。
　②業務中、業務外を問わず、担当者は支部連絡網で安否確認を行います。

◎勤務表（6/6-8/6）
支援者も勤務表をつけることとします。

6月…6…日 月

6月…7…日 火

6月…8…日 水

6月…9…日 木

6月10日 金

6月11日 土

6月12日 日

6月13日 月

6月14日 火

6月15日 水

6月16日 木

6月17日 金

6月18日 土

6月19日 日

派遣先生協　　　　　　　　　　　…………支部 氏名 生協名

始業時間 終業時間 休憩時間 勤務時間 就業先
ご承認欄
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1.  震災に伴うコープふくしまの被害状況について 
日本の中でも福島県は何処にあるかが判らないくらいの知名度でしたが、今や世界の人々が福島が

あって日本があるかのように判るくらい有名になりました。
原発＝放射能、興味、関心の代物なのだという事の証です。
３月11日地震当日、津波被害により福島県も浜通りを中心に大きな被害が出ました。
震災当日は浜通り地域の相双、いわき支部もほとんどが配送を終了し津波の被害状況が刻々と各地

域から伝わりました。一方では各支部、各担当者へは連絡が付かず、安否確認も難しい状況で、帰着
して初めて安否が分かる状態でした。最終配送帰着はいわき支部で、午後９時で道路への津波や瓦礫
などで大幅に遅れました。

また津波の被害が大きい相双支部では、震災当日たまたま配送担当者が休んだために代配で換わり
に出た配送担当者が、何かの予感からか配達順路を逆回りにしたことで海岸エリアを午前に回り終
わったことで難を逃れ、事なきを得ました。この地域は（新地町）はほとんどが津波で流された町で
した。いわき支部でも久ノ浜や小名浜地区など、ニュースにこそあまり出ませんが津波により大変悲
惨な状態でした。また相次ぐ余震も被害を増大させました。郡山から白河にかけても、地質の関係か
らか家屋や簡易ダム決壊などで大きな倒壊がありました。

もちろん事業部も書棚、パソコンは全て倒れましたが、地震の思いを引きずらないように事業部は
宿泊して全て元通りに修復しました。幸い天井などはそのまま、郡山支部が天井、エアコン落下で壊
滅状態でした。

店舗も黒字の大型店が壊滅状態。特に１億かけた改装店舗は１ヶ月後の地震で再開まで２ヶ月も要
しました。共同購入の物流、システム停止の影響を大きく受け共同購入の再開見込みが立たないこと
から福島では資金繰りなども重要な課題となりました。

如何に店舗再開を早めるかが資金繰りとの関係で重要となりました。
また震災後には燃料不足が起こり、トラック便の燃料確保も共同購入の重要な位置づけとして取り

組みました。ガソリンスタンドへ毎日数キロの車が並ぶ異様な光景、そして毎日販売スタンドには警
察が出動していました。３月とは言え未だ氷点下になる日もあり、灯油の確保も重要でした。灯油配
達は日本生協連の支援、各県からの支援により缶数制限こそしましたが休まず毎日配達をしました。
また店頭でも灯油を確保し、入荷次第販売し続け暖かさも届けました。

この震災の津波は、人家のみならず原発へ致命的な影響を与えました。地震で原発の冷却用電源が
途絶え、さらに津波で非常用電源も被害を受け異常な高温になる原子力燃料はすでにメルトダウンし
て炉心溶融し12日に第一原発では初号機が水素爆発。直ぐにチェーンメールでデマが流れそのデマ
に惑わされた人たちなど県外へ逃げだした人も多くいました。

同様に14日には３号機が水素爆発で、月曜日はテレビ等で放射能が降り注ぐかのごとく情報が錯
綜し、月曜日訪問した配送担当者は組合員から「放射能が入るから来ないでほしい、子供に移ったら」
等と言われて衝撃を受け、メンタル的に不安な状態となりました。また家族や旦那さんからは「こん
な日に配送させるのはおかしい、何を考えているのか」など怒りも噴出。このような状況から配送担
当者を途中で戻す判断をしました。

共同購入はシステム、物流ともにダウンし数日間音信不通の日々が続きました。
震災によりライフラインの電気、水道が途絶え店舗自体も震災の影響で開店できない状態が続きま

した。
住民の方々は店頭でわずかに販売するインスタント商品に朝から長蛇の列を作りました。

コープふくしま共同購入部（抜粋）
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共同購入でも配送ができない状態で組合員の安否確認も出来ない状態でしたが、固定電話やPHSが
繋がり始めたため安否確認を実施しました。

また支援物資も届かない状態というよりも、物が来るのかも判らない状態でした。せめて手洗い用
の水として井戸水を配達し、少しでもお役立ちしたいと配達を行いました。

３月21日から支援物資の配送を開始。米、水、カップ麺、などの支援物資を配送組合員へお届けし、
あわせて法人施設関連（特に幼稚園・保育所）410箇所へ水、ミルク、おむつ、インスタント食料な
どの支援を行ない、たくさんの御礼を頂き、現在の施設拡大の取り組みに貢献しました。

一方で浜どおり地域を中心に津波で６号国道から海岸部はほとんどが配達できない状況となりまし
た。さらに原発から20キロ以内には避難指示が発令され、20ｋから30ｋ範囲内は屋内退避区域とな
りました。乳幼児、妊婦には避難指示が出され、郵便、宅配は完全に不通状態となり、市内の各店舗
への物資輸送も困難となりました。飲食店も閉店したままで屋内退避状態の住民の方は食料応援や支
給も無く孤立状態でした。

南相馬市からの要請を受け、コープふくしまでは道の駅を解放していただき、買い物弱者への農産
品や納豆、豆腐など普段の食生活の必需品を大型トラック１台分を準備し販売しました。朝から長蛇
の列ができ、利用者からは大変喜ばれたと同時に生協の知名度も引き上げた取り組みでもありました。

原発の水素爆発時、南相馬市では30ｋ圏内まで屋内退避指示となり、多くの人が何ももたずに福
島市などに避難しました。

南相馬市は相双支部の半分以上の利用者を確保している地域で、この市そのものが避難指示と屋内
退避、計画的避難エリアの指定を受けたわけです。津波と原発避難で相双支部の利用者は初回回収で
は約700枚まで落ち込むことなり、一時は約▲3,300枚の減小を余儀なくされました。現在では放射
線量が低い事が判り、屋内退避から緊急時避難区域に変わりました。組合員はじめ地域の方々が戻り
始め、現在では発行で約2,000枚、利用者数で1,900人まで回復に至りました。

いわき支部も相双支部までの影響はないものの、同様に津波と原発地域から20ｋ圏内の大熊、富岡、
楢葉が緊急時避難区域となったため、利用者が約▲560名減小、いわき市自体も風評被害から職を解
雇されるなど仕事自体がなく生活の基盤が崩れかけているような状況です。

今後原発の影響からすぐに組合員が地域に戻ることは考えにくく、それよりは地域への拡大を柱に
新たな展望として今回の支援拡大で利用者を確保する事がふくしまの展望になると考えます。

未だ福島の第一原発からの20ｋ範囲内では津波被害の実態さえ掴みきれておらず、行方不明者の
捜索も出来ない地域もあります。

死者1,583名、行方不明484名。この行方不明は原発影響の避難指示区域が占めており、今なお捜
索は難航しています。

ふくしまの現実は、原発の見えない脅威と向き合いながら生活を強いられるわけですが、その為に
は放射能を理解する事、学習が非常に大切で、放射能はどんなもので何が怖いと言われているのか、
どのくらいおっかないのかという事を知る事が、一人ひとりの気持ちを落ち着かせ、風評被害も薄め、
福島県産の商品を買い支える事に繋がっていくのだと思います。国の政策で進めてきた世界一安く出
来る電気というが一度事故が起きれば世界一高い電気で、しかも世界一恐怖を与えます。今回の保証
金も含めると国家予算7兆円にも及ぶとも言われています。

しかも今回の事故からさらに懸念されるのは、一度テロの標的となれば他国も含めて避難が必要に
なるなど世界レベルで人が住めない状況も発生する場合があることもわかりました。

現在日本には17か所55基の原子力発電所が稼働中です。さらに建設中の発電所が2基、建設準備中
が11基あります。

ふくしまの様な被害を出さないために自分たち、一人ひとりの力は小さいがみんなで行動すること
が大事で、そのひとつに電気を使わない事で原発の必要性を否定し抵抗する事も原発を今後作らせな



94

写
真
で
振
り
返
る

東
北
仲
間
つ
く
り
支
援
活
動

東
北
仲
間
つ
く
り

支
援
活
動
を
振
り
返
る

支
援
受
入
れ
生
協
支
部
の

振
り
返
り

支
援
者
レ
ポ
ー
ト

支
援
活
動
の
学
び
と
そ
の
後

活
動
概
要
と
実
績

い事だと考えます。
そして福島の復興は原発の終息無しでは始まらないのです。福島はこれから復興への長い道のりが

始まります。地域の元気を取り戻すためにも、生協の事業が地域経済を動かす原動力であり、利用者
の確保、仲間作りが試金石となると考えます。

今回の震災、津波は千年に一度と言われる地震で、その記録もいろんな所に記されている事も解り
ました。数千年を地球規模にすれば我々の生きる期間は点でしかなく、その期間の出来事ですがこの
震災を忘れないで風化しないように、これからの人々にしっかり引き継ぎ、このような災害を起こさ
ないようにするのが私たちの残せる仕事でもあると考えます。

2.  ふくしま県の紹介 
　①福島県は陸奥（東北）への玄関口として東京から概ね200キロ　人口205万人　面積は13,782平

方キロメートルで、北海道、岩手についで３番目の大きさです。
　②福島県を縦に２本の山脈が連なり太平洋側には阿武隈山脈、西に奥羽山脈でそのはさまれた所が

中通りと言われる、福島市、郡山市、白河市となります。
　③阿武隈山脈と太平洋に挟まれて地域が浜通り地方と言われる相馬、いわき、奥羽山脈の西に位置

するのが会津地方です。（コープあいづのエリア）
　④また、この地域分けは気候も大きく異なります。
　⑤今回は会津地方を除く中通り地域を中心とした拡大に取り組みました。

（本文一部修正）


